
「∗なるポストモダニズムへ  心を㎸めて、デイヴィッド」 

IQILQLWe JeVWと世代のジレンマ 

       ᯘ ᪥佳⌮ 
 

DDYLG FRVWHU :DOODFH は、先⾜するポストモダニズム作家たちの影㡪に㠀常に⮬ぬⓗである。JRKQ BDUWK や
DRQDOG BDUWKHOPHなど先⾜世代の作家たちに対する彼の愛憎半ばするⓎゝはいたるところにぢ出すことができ
るが、中でも 1993年の LDUU\ MFCDIIUH\によるインタビューでは、ポストモダニズム作家たちに対する⮬分の
❧ち位⨨を「ぶ子㛵係」のẚ喩で⾲⌧しながら、Ọ㐲に戻ってこないぶを待ち⥆ける ³OLWHUDU\ RUSKDQV´ である
とゝう㸦IQWHUYLHZ 150㸧。 このように、単に反抗し乗り㉺える対㇟としてのぶにとどまらないぶ子㛵係が、
:DOODFH とポストモダニズムの作家たちとの㛵係を⪃察する上で♧唆ⓗである。しばしば「ポスト・ポストモ
ダニズム」の作家とされる:DOODFHのᩥ学史ⓗ位⨨を⪃えるにあたって、∗ぶにあたるポストモダニスト作家
たちにẚべてどのような⊂⮬性を打ち出しているのだろうか㸦あるいは⊂⮬性とゝうことすら᫬代㐜れなの

か㸧。ᮏⓎ⾲は、:DOODFHが先⾜世代に対して持つコンプレックスとそのゎỴἲを、彼の主ⴭ IQILQLWe JeVW (1996)
における IQFDQGHQ]D 家の∗ JLP と息子たち㸦OULQ、MDULR、HDO㸧との㛵係性を導きの⣒としながら⪃察する。
このときにヒントとなるのは AGDP KHOO\が:DOODFHの小ㄝをㄽじる㝿にᥦ᱌する「᪂ㄔ実 NHZ SLQFHULW\」であ
る。ㄔ実さ㸦VLQFHULW\㸧をポストモダニズムⓗなアイロニーに対⨨させるぢ᪉は、TLPPHUや HDVVDQのポスト・
ポストモダニズムㄽにも共㏻するほか、:DOODFH ⮬㌟がエッセイでふれている。しかしこの᪂しいㄔ実さのᴫ
念は、KHOOH\によれば ³EHLQJ D µSRVW-SRVWPRGHUQLVW¶ RI :DOODFH¶V JHQHUDWLRQ PHDQV QHYHU TXLWH EHLQJ VXUH ZKHWKHU \RX 
DUH RQH, ZKHWKHU \RX KDYH UHDOO\ PDQDJHG WR HVFDSH QDUFLVVLVP, VROLSVLVP, LURQ\ DQG LQVLQFHULW\´ (145)であり、ポスト
モダニズムからポスト・ポストモダニズムへ、∗から子へ、スムーズで分かりやすい世代交代が㉳こったとゝ

うのはṇ☜ではない。この᭕᫕なシンセリティとアイロニーの㛵係は、IQILQLWe JeVWの中の∗と子の在り᪉とど
う㛵㐃するのだろうか。ᮏⓎ⾲では、JLPの作品⩌と、彼の息子たちとの㛵係にὀ┠することで、先⾜するポ
ストモダニズムへの意㆑とそのあとにṧされた世代の「ㄔ実さ VLQFHULW\」の在り᪉について⪃察する。 
 
Jim¶s Works 

JLPのᫎ⏬┘╩としての作品はᴟ➃な前⾨性を≉徴としており、ポストモダニズムᩥ学の実㦂ⓗなメタフィ
クションの前⾨性と㔜なる。例えば JLPの ³TKH JRNH´ という作品は、ほ客の┠の前にカメラが⨨かれ、スク
リーンにはほ客⮬体の姿が投影されるという、ᵓ㐀ⓗなジョークである。³TKH MHGXVD Y. TKH OGDOLVTXH´ とい
う作品では、メデューサとオダリスクというどちらもぢる⪅を▼に変えてしまう⪅同士が㙾を手に戦い、その

ᵝ子をぢているほ客がつぎつぎ▼になっていく。この、▼化した人㛫がごろごろ㌿がっている≧態は、アクロ

バティックな⮬己ゝ及テクニックを᧯るポストモダニズムの実㦂ⓗなメタフィクション作品が➇合した⤖ᯝ

ṧる、人㛫ⓗなものがᾘえ去った↝け㔝原のような≧ἣを♧唆している。JLPの作品には、ポストモダニズム
のこの「むなしさ」あるいは「↝け㔝原感」とでもいえるものが多分にぢて取れるのである。 

JLPの息子 OULQの元彼女でありかつ JLPに女優として㉳⏝される JRHOOH YDQ D\QHには、この「むなしさ」に
はもう一Ṍ㋃み㎸む余地があるように思われるが、把持できない。JRHOOH は JLP の作品をぢて³THFKQLFDOO\ 
JRUJHRXV, >. . .@. BXW RGGO\ KROORZ, HPSW\´ (740)、 ³QR HPRWLRQDO PRYHPHQW WRZDUG DQ DXGLHQFH´ (740)、³OLNH D YHU\ 
VPDUW SHUVRQ FRQYHUVLQJ ZLWK KLPVHOI´ (740)、 ³FROG, DOOXVLYH, LQYHQW, KRVWLOH´ (740)であると感じるが、しかし同᫬
に、「ちらっと光る何か他のもの ³IODVKHV RI VRPHWKLQJ HOVH´ (740)」が㞃れていることにもẼづく。彼女たちの
戦いにも、人㛫ⓗな感情やドラマ、戦いの③みが⛎められているのではと思わせる▐㛫があるのだが、それは

一▐すぎて捉えられない。ここに、:DOODFHの前世代の作家たちに対するアンビヴァレントな意㆑がぢられる㸸
彼らのアイロニーと冷➗を批判する後世代においても、前世代のᩥ学がỴしてそれだけではないことを感▱し

ているのだ。問㢟は、戦うメデューサとオダリスクの㢦をṇ㠃からぢたら▼化してしまうのと同ᵝに、⮬己ゝ

及ⓗなᵓ㐀を切りᮐとしているポストモダニストたちは᭕᫕ᶍ⢶とした③みを┤᥋さらすことができないこ

とだ。ṧるのは、いたずらにはねかえされた光でㄗってᨷᧁされた⪅たちの⏕Ẽのない姿のみである。 
 

Jim¶s Sons 
JLPの息子たちは、∗ぶに対して愛憎併存した感情を抱えながら、コミュニケーションができないことにⱞ
しんでいる。たとえば OULQ は、∗が常にアイロニーという仮㠃をつけているがために、その奥にある「ᮏ当



は何を⪃えているのか、どう思っているか」を␲い⥆けなければならないという不安な≧態に⨨かれていたと

ㄒる㸦743㸧。このディスコミュニケーションの問㢟は、ᮎの息子 HDOと JLPとの㛫でさらに῝刻化し、HDOの
しゃべるゝⴥは、JLP には何も⪺こえない。JLP にとっては息子がまるでᫎ⏬のエキストラのように、いっさ
い声をⓎさずフレームの周⦕にᾘえていくようにぢえる。HDO がまだ子供であったとき、JLP が「プロフェッ
ショナル会ヰ士 SURIHVVLRQDO FRQYHUVDWLRQLVW」に変⿦し息子との会ヰをヨみるエピソードで、HDOのⓎゝは「µ. . .¶」
と⾲グされる。この「µ. . .¶」は彼らの「コミュニケーションできなさ」を㏫ㄝⓗにㄞ⪅にコミュニケートする。
⮬己ゝ及ⓗに㙾像を㏣及し⥆ける JLPは、それをぢている息子を㸦³TKH MHGXVD Y. TKH OGDOLVTXH´のほ客のよう
に㸧▼化させてしまうが、▼化した HDOにとっては、⮬分のⓎゝが「µ. . .¶」にしかなりえないとしても、それ
こそがṇ┤なᥥ写なのである。ㄒりたい内容があるのにこのようにしかㄒれないというのはとても⓶⫗である

が、同᫬に、「ㄒれない」ことの⾲⌧としてこれほどṇ┤なものもないだろう。ポスト・ポストモダニズムに

おいては、このように、アイロニカルであると同じくらいシンシアである――アイロニカルであるがゆえにシ

ンシアである――という、屈折した⮬己批判性をはらむのである。 
 
Jim¶s Son¶s Works 

JLPの姿には、息子たちからぢたポストモダニズムの」㞧さと冷たさ、ほんの少しのきらめき、そして⮬ら
を␲い⥆けるがゆえに㝗ってしまうコミュニケーション不可⬟という㝗✶が反ᫎされている。そんな∗ぶに対

して息子たちは、「コミュニケーションできなさ」と⏕┿㠃┠に向き合う。息子の声を⫈かない∗に対して息

子たちは、∗の㡿域であるᫎ⏬とテニスを⤌み合わせて、彼らなりの作品――テニスアカデミーでの⏕άの⤂

介という形をとった▷⦅ᫎ⏬ TeQQLV aQd WKe FeUaO PURdLJ\――を作る。この作品の中で HDOとMDULRは、テニス
ゲームのマテリアリズムを再ゎ㔘し、HDOのナレーションと MDULRのカメラのレンズを㏻して、∗の㑇⏘と彼
らからぢえた∗をᥥくことで、その⣔㆕とコンプレックスとを同᫬に⾲している。このテニスほ――人㛫ほ―

―は、∗からᩍわったものに息子たちがアレンジを加えて作り上げたものである。フランクでぶしẼな ³\RX´ 
という呼びかけを多⏝して、HDOたちはㄒる。JLPの⪥には「µ. . .¶」としか⪺こえないかもしれなくても。IQILQLWe 
JeVW のこの㒊分 :DOODFH のポスト・ポストモダニストとしての❧場を㠀常によく♧すものである。すなわち、
ディスコミュニケーションを承▱したうえで、それでも半ばᨾ㞀したナイーブなゝ⾲を⥆けていくということ

だ。ポストモダニズムのアイロニー合戦が⤊わった後の↝け㔝原では、このようなᤞて㌟の戦␎しかṧってい

ないだろう、というのが:DOODFHの NHZ SLQFHULW\なのだ。 
 
ᮏⓎ⾲では、DDYLG FRVWHU :DOODFHのポストモダニストの先人たちに対する▩┪含みの態度を、IQILQLWe JeVWの

JLP とその息子たちの㛵係を㔜ね合わせることで⪃察した。JLP の作品のポストモダン性は、⮬己ゝ及ⓗでア
イロニカルなᨷᧁを⧞り㏉すあまり、↓㝈の⮬己懐␲に㝗ってしまう。ⱝい世代がコミュニケーションを図ろ

うと㏆づいても、お互いに᧿り合わすことすら不可⬟なほどに。そこで息子たちは∗を⮬⁛させたものの㑇⏘

を引き⥅ぎながらも、戦␎ⓗに、ナイーブすぎるほどに、アイロニーという㙚をᨺᲠする。単なる「µ. . .¶」と
いう⾲グに㐣ぎなくても、⾲すことを――コミュニケーションをヨみることを――やめないのだ。 
 HDOとMDULRが⮬分たちの作品 TeQQLV aQd WKe FeUaO PURdLJ\を作り上げたように、:DOODFH⮬㌟も IQILQLWe JeVW
を⮬らの「∗なるポストモダニズム」に宛てて、㏉事が㏉ってこないことを承▱の上で᭩いたのかもしれない。

ならば、この 1079ページの小ㄝは、ポストモダニズムの∗ぶたちに対する㛗い㛗い手⣬だともゝえるだろう。
㟁子レンジに㢌を入れて⇿Ⓨさせた JLPのように、もう帰ってこない∗ぶに向けた家᪘㏻信は、ぶに対する呪
いの手⣬でも、ぶからの⊂❧を宣ゝする手⣬でもない。むしろ、どれだけぶに影㡪を受けたのかを♧し、かつ

対➼なコミュニケーションを成❧させられないというジレンマに‶ちた心情を吐㟢するものである。だとすれ

ば、その手⣬のᩥᮎは、いまや形㧁化したỴまりᩥ句をアイロニカルに使いながら、その実ᮏ心なのではない

かと思われるような③切さをもって、このように⤖ぶのがふさわしいだろう㸸³SLQFHUHO\ \RXUV, DDYLG.´ 
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